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京都大学構内遺跡調査要項

京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第 1条京都大学に埋蔵文化財研究センター（以下「センタ－Jという）を置く。

第2 条 センターは，京都大学敷地内のt!J! 蔵文化財についての調査研究及びその保存のため必斐な業経

を行なう。

第 3 条センターにセンター長を置く。

2 センター長は京都大学の専任教授をもって充てる。

3 センター長の任期ば， 2年とし，再任を妨げない。

4 センター長は，センターの所務を掌理する。

i'j14 条 センターに，必要に応じて，助教授，助手その他の職員を置く。

第5 条センターに，調査研究及び保存に関する業務を処理するため，研究部を置く。

2 研究部に主任を置き，前条の教官をもって充てる。

3 主任は，研究部の業務をつかさどる。

第6 条 センターに，センターの事業に関する基本的言｜阿，人事その他管理運営に関する重要事項を容

議するため，運営協議会を置く。

2 迩営協議会は，次の各号lと掲げる委員で組識する。

(1) センター長。

(2) センターの研究部の土任。

(3 ）前 2 号以外の学識経験者のうちから総長の委唱した者，若干名。

(4 ）事務局長及びlfUi 設部長。

3 センター長は，運営協議会を招集し，議長となる。

4 前各項l己規定するもののほか，迩営協議会の運営に関し必要な事項は，巡営協議会が定める。

第7 条 この要項に定めるもののほか，センターの組織及び述？？？に関し必要なJJ ；：項は，センター長が定

める。

センター長 樋口隆康（文学部技j受） 運営協議会委員 谷村定i；住（抱設部長）

述営協議会委員 池田次郎（理宇部教授） 研究部主任 泉拓良（文学部助子）

ノ／ 川と貢（工学部教授） 研究部研究員 岡田保良（工学部助手）

II 四川宇治（工学部教授） II 清水芳俗（文学部助手）

／ノ 上田正昭（教養部教授） λF 五十川伸欠（文学部助子）

，， 石田志朗（理学部助教授） II 古野治雄（施設部技術補佐員）

ノ／ 泉拓良（文学部助手） 事務室 大八木邦t:ft(施設部事務官）

，， 大塚呑清（事務局長） ノノ 梅川厚子（施設部技術補佐員）
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72 京都大学構内遺跡羽査豆項

京都大学構内遺跡調査会規約

第 1条 この会ば，京都大学構内遺跡調査会 (0, 下「調査会」という）と祢し，京都大学の委託により

同大学構内における建築物新？守工事等に伴い必要な敷地内の遺跡調査を行なうことを目的とす

る。

第2 条 調査会は，事務所を京都市左京区北白川両町財団法人阪本奨学会内に置く。

第 3条調査会ば，第 1条の目的を達成するために次の事業を行なう。

(1) 京都大学の委託により行なう当該敷地内の埋蔵文化財についての発掘調査。

(2) 前号の調査により出土した埋蔵文化財の保存，管JFll. に関する事項の審議。

(3) 埋蔵文化財の調査に関する発掘調査概要報告書の作成。

(4) その他必要とする事項。

第4 条調査会に次の役員を置く。

(1 ）会長 1名。

(2) 委員

イ 京都大学の学識経験者若干名。

ロ Jer'8 ：工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長。

ハ 新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者，若干名。

(3 ）監事若干名。

2 会長は，前項第 2 号イの委員の批薦する者とする。

3 委員及び監事は，会長が委嘱する。

4 第 1項第 2 号ロ及びハの委員は，当該敷地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わった

ときは，退任する。

第5 条会長は，認査会を代表し，業務を総括する。

2 委員Ii ，委員会を構成し，委員会の議決に基づく業務を執行する。

3 監事は，調査会の会計を監査する。

第6 条委員会は，会長及び委員をもって組織する。

2 委員会ば，会長が招集し，議長となる。

3 委員会は，新営工事等の敷地が京都市0 外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会を

置くことができる。

第 7条第 3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査涯を置く。

2 調査涯は，調査班長，調査員及び調査補助員をもって組織する。

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助員ば，調査班長の推薦lとより会長が委嘱する。

第8 条調査会の事務を処理するため，調査会に事務局を置く。

2 事務局lζ 職員若干名を置く。

3 職員は，会長が任免する。

第一9条調査会の経費ば，京都大学から支出される調査委託費をもって充てる。



京都大学構内法跡調子E夏項 73 

:::]110条調査会ば， 4 月 1 日［と始まる年度ごとに， _'j；令業報告書及び、収支決算書を作成し，~；－；,:'f~の監査を

経て，年度終了後3 月以内に委員会の承認を受けるものとする。

第11 条 との規約lと定めるもののほか，調査会の運営に関し必要な事項ば，会長が定める。

会長 包:JI 節犬（王E学部教授）

委員 樋口隆康（文学部教授） 石同志朗（理学部助教授）

古川雫治（工学部教授） 泉拓良（文学部助子）

西村進（教養部助教授） 小野史海（事務局庶務部長）

規約第 4 条 1 項（2）ハ今西f判事（ボ都市文化問光局文化財保護課長）

規約第 4 条 1項（2）ロ 加藤幹太（理学部長） 吉原努（医学部長）

凶日安則（工学部長） 蕊永太一郎（瀬Jヲ臨海実験所長）

監事 同村利雄（胞設部企画令課長） 堀内祥二（理学部ポ務長）

岸田哲二（工学部経理課長） 伊佐窓二（医学部事務長）

事務局員 大八木邦雌（施設部事務官） 川野美栄子（調査会事務員）

栴川区子（施設部技術補佐員） 中村美代（調査会事務員）

調査班長・主任 泉拓良，同間保良，治水芳裕，五一IJll {!)r矢，芹野治ほ

調査員 五十川伸夫，河付苦A 也，竹村恵二，田1-tJ ばる代，津隈久美子， r11 堀謙二，花谷治，

浜崎一志，藤原喜信，家根祥多

認否補助員 網谷克彦，麻生！盗，仮野民三子， J二回佳子，川勝美幸，鷲見普照，関野かをる，

谷美之， 土橋理子， 中市崇地， 西野素生， ｛三氏喜久子， 長谷川河子， 藤井肇，

藤沢かをる，藤付早苗，的問淳，南秀雄，宮川禎一， 'Ff本一夫，八重＋昭和I宏

作業員 赤沢俊男，井口二三子，池田イシ，石原規子，伊藤泰次，大民間一，大角久夫，

大野茂雄， 小原祥市， 久Llt 和則， 小寺末之，佐藤ほっ校，槌木まつ，庄司勝治，

白木義蔵，染谷政夫，田辺千和子，玉置紀：y;, 中付コト， 1-tJ 村市子， i喬木俊夫，

福井長治，福岡文治，桜木チエ子，藤本ますえ， 馬込浩， 水上光昨， z手間正義，

安田秀男，山flヨ｛§彦，山崎伝七， 山下公夫， 山路三郎， I LJ 中吾一，吉田龍太郎，

渡辺静江

柿｜刊郁子，文字辛子到底'j:;{l; 員

（職名は就任当時のものを用し、，京都大学の職員に関しては大学名を脊略した。）

京都大学埋蔵丈化財研究センター 京都大学構内遺跡調売会
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北部構内 B G31 区調査班

所在地 京都市左京区北白川追分町（図版 1 56) 

工事名 理学部物理学科校舎新営

発掘期間 昭和53 年11 丹 1 日～同54 年 3月30 日

面積 約 650m2

調査班長・主任泉拓良，宇野隆夫

調査員 田中はる代

調査補助員 2 人

作業員 8人

本部構内AW28 区調査班

所在地 京都市左京区吉田本町（図版 1- 57) 

工事名 工学部イオン工学実験施設新営

発掘期間 昭和53 年12 月11 日～同54 年 3月30 日

面積 486m2 

調査班長・主任岡田保良，吉野治雄

調査員 浜崎一志，津限久美子

認査補助員 3 名

作業員 8 名

医学部構内A P19 区調査班

所在地 京都市左京区吉田橘町（図版 1- 74) 

工事名 医学部総合解剖センタ一新営

発掘期間

面積

昭和54 年 7 月1 日～同55 年12 月28 口

2, 776m2 

調査班長・主任泉拓良，清水芳裕，吉野治雄

調査員

調査補助員

五ト川伸欠，田中はる代，津限久美子

6 名

作業員 20 名

本部構内A T27 区調査班

所在地 京都市左京区吉田本町（図版 1-75)

工事名 古田地区（木部構内）実験排水槽取設け工事

発掘期間 昭和55 年 2月 1 日～向55"f 三3月31 日（予定）

面積 400m2 

調査班長 五十川伸欠

北部構内合宿研修所新営予定地B H37 区試掘調査

所在地 京都市左京区北白川追分町（図版 l-66a ～ j ) 

試掘期間 昭和54 年 5月 1 口～同54"1 て5月22 日

面積 46m2 

担当者 吉野治雄

医学部総合解剖センター新営予定地A P19 区試掘調査

所在地 京都市左京区吉田橘町（図版 1-67 a ～ h) 
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試掘期間

面積

昭和54{p 5月 1 口～同54 年 5月15 日

28m2 

担当者 岡田保良，清水芳裕

基幹整備電気管理設予定地（医学部構内A LlS 区，教養部構内AM24 区）試掘調査

所在地 毘学部構内京都市左京区吉田橘町（図版 l-68a ～ c)

試掘期間

面積

担当者

教養部構内 京都市左京区吉田二本松町（図版 1-69a • b) 

昭和54 年 5 月16 日～同54 年 5 月24 日

20m2 

岡田保良，清水芳裕

工学部機械系校舎新営予定地A T29 区試掘調査

所在地 京都市左京区吉田木町（図版 1-70a ～ g)

試掘期間 昭和54 年 7 月 5 日～同54 年 7月16 日

面積 28m2 

担当者 吉野治総

人文科学研究所分館資料収蔵庫等新営予定地試掘調査

所在地 京都市左京区北白川束小倉町47

試掘期間

面積

担当者

昭和54 年 7月18 日～同54 年 7月20 日

8m2 

林巳奈夫，桑山正進

工学部建築系校舎新営予定地A Z30 区試掘調査

所在地 京都市左京区吉田本町（図版 l-71a ～ d)

試掘期間 昭和54 年 9且4 日～同54 年 9月20 日

面積 14m2 

担当者 西川宇治，浜崎一志

理学部附属瀬戸臨海実験所研究棟等新営予定地試掘調査

所在地 和歌山県四牟妻郡白浜町宇崎の北459

試掘期間 同和54 年 9月17 日～同54 午10 月19 日

面積 102m2 

担当者 泉拓良，岡田保良

医学部附属病院和進会館移転予定地A KlS 区試掘調査

所在地 京都市左京区聖護院川原町54 （図版 l-72a ～ f)

試掘期間 昭和55 年 1月21 日～同55 年 1月27 日（予定）

面積 46m2 

担当者 泉抗；良

教養部構内吉田食堂新営予定地A P22 区試掘調査

所在地 京都市左京区吉田二本松町（図版 l-73a ～ f)

試掘期間 昭和55 年 1月30 日～同55 年 2月7 日（予定）

面積 40m2 

担当者 泉拓良

75 
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京都大学構内遺跡調査の歴史一覧

（地点は図版 1を参照，文献中「理」は京）
火理文研，「調Jは京大調査会をさす

ス可証言1日点担当者団査員 l問遺構｜遺物 1文副7子考
大正12 年農学部 1 ・2 浜国耕作！時・ I I ［需品器， 1 ：：~1·

13 年｜農学部｜不明｜総本理三郎

昭和 9年｜大阪府阿
武山古墳

梅原末治｜発掘

10 年｜北白 川 ｜梅原末治
倉町 I 

m年｜農学自CI 3 I羽館易｜採集

46 年｜農学部 I4 I石田志朗｜採集

採 集

石 棒 i横山・
佐原60

乾漆棺，玉 1梅原36
飾枕他

縄文土器， ｜梅原35
石器他

縄文土器

弥生土器

石 棒4阿農学部Is 

大阪府安 小野山節 1事前発掘I15001 条里の講 i弥生土器， 1小野山・｜建物をずら
満 I I I ｜石器他 i都出73 ｜し条里の溝

都出比呂志l I I I I 1を保存

追分地蔵 6 福田志郎｜事前発掘 I600 
村徹也

弥生土器，｜石田・
石器他 ｜中村72

教養部 7 藤岡謙二郎

必年｜農学部 8 中村徹也

農学部 9 中村徹也

工事中採
集・実測

事前発掘

事前発掘 600 

｜瓦

縄文土器他 l朕岡73

溜｜縄文土器，｜埋78b IJL溜埋戻し
瓦（平安）他

縄文土器，｜中村73
土師器他

農学部 I10 I中村徹也｜事前発掘 1 40 縄文土器他

桔

物

園

a 

中
村

徹
也

事
前

発
掘

桝｜農学部 I12 中村徹也 事前発掘

植物園I11 中村徹也 追加調査
a～d 

1農学部I13 I中村徹也 事前発掘

50 年｜教養部 1 14 1小中野村山徹也節 事前発掘

51 年｜教AL 養24 部区I15 I 泉 拓良 立 メ口弘、

A斗A nu 

期担
後・構

文棺遺
縄斐石

ハ川U

800 

斐棺・配
石遺構

800 

750 

瓦溜， i溝

縄
文
土

器
他

縄文土器他

縄文土器他

縄文土器他

縄文土器他

中泉
村

必はτヴt
b 

中村74a

石築定
配移決

・のを
棺構原

萎遺復

中村74b i婆遺構棺取・上配石げ

中村75

弥瓦生（平土安器）他， ｜｜ 調77
して一部発
掘， 遺提跡発
見届出
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年度 遺跡名名 地点 相当者
調査の 両局

遺構 遺 物 文献 官菌 考
調ft 種類 ( nf) 

昭和51 年 農学部 16 泉 拓良 事前発掘 900 縄文時代 縄文七器， 調77
BE 33 区 a～h 土境，不 須恵器，土

定形ピッ 師器，瓦他
卜群， 井
戸，集正i
ピット，
溝イ也

北 部区 17 泉 拓良 立 メ仁ヨ入 調 77 工事続行
BK 30 

病AE 15 院区
18 泉 拓良 試 掘 20 ピット 土師器，瓦 調77 工事中断

｛也 遺跡発見届
提出

病AE 15 院区
19 岡田保良 事前発掘 2200 池，溝， 土師器，陶 調 77

柱穴，井 磁器，瓦他
戸，土器
i留他

病AH17 院IX 
20 岡田保良 試 掘 土師器，瓦 調 77 工事予定地

他 の発掘調査
決定

北 部 21 泉 拓良 試 掘 調 77 工事の時lζ
BF 28 区 立合

本AV28 部区 22 泉 拓良 立 A仁3、 調77 工事続行

和歌山県 中村友博 試 掘 縄文土器， 調77 工事予定地
,*] 戸 弥生土器他 の一部発掘

調査決定

奈良県宇 大宇陀町 遺跡確認 調 77 遺跡ではな

陀陀フ郡大宇
教育委員会 し、

町カタ
キ

本AV27 部区
23 泉 拓良 試 掘 30 土師器（鎌 調 77 工事の時I乙

倉以降〉他 立合

本AV27 部区 24 泉 拓良 エE ノ仁コ下、 調77 工事続行

北 剖E 25 泉 拓良 立 1口入 調 77 工事続行BE 34 区

北BD 29 部1玄 26 泉 妬良 立 A 口 調 77 工事続行

北BF 28 部区 27 泉 拓良 立 止仁コ入 調77 工事続行

病AI 18 院区
28 泉 拓良 試 掘 30 ｝寄 土師器（平 調 77 一部を発掘，

a《・－e 安以降）他 その他を立
合lと決定

植BD 物 園 29 吉野治雄 保 存 調 77 主主棺・配石
35 区 遺構を移築

復原

本AV23 部区 30 泉 拓良 立 f, 、 調77 工事続行
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年度
遺跡名

地点 担当者
調査の

面（II積f) 遺構 遺 物 文献 備 考
調査名 種 類

昭和51 年
本AT25 部区 31 7『－↑3く 拓良 立 メ仁入' 調77 工事続行

本AU29 部区
32 泉 拓良 立 £ 入 ピット 土師器（鎌 調 77 工事続行

倉以降）他

本AZ 28 部区
33 泉 拓良 立 F口入 縄文土緑細 工事司売行

病A Hi17 院区
34 泉 拓良 事前発掘 200 溝， 対一戸， 土師器，陶 埋78a

集石，ピ 磁器，瓦（平
ット他 安以降）他

fs 養部
35 吉野治雄 試 掘 10 溝 縄文土恭， 調 77 立工合事のH与に

23 ［玄 須恵器奈
良）他

北BJ 33 部区 36 宇野隆夫 試 掘 10 縄文土器 調 77

医AP 学部l 37 泉 拓良 立 y仁コ、、 土師器（平 調 77 工事続行
18 区 安以降）他

病AI 18 院区
38 泉 lli 良 立 F口b、 石敷 土師器（宝 調 77 一部実測，

町以降）他 工事続行

和歌山県 丹羽佑ー 事前発掘 300 縄文時代 縄文土苦言， 埋78a
提量 戸 土嬢他 b器，弥生

土器イ也

昭和52 年
病AF 14 院区

39 岡悶保良 事前発掘 800 護岸，井 土日市器， 陶 開 78a
宇野降夫 戸，溝他 磁：m. 瓦イ也

医AO 学18 部区
40 泉拓 I；ミ 武 掘 10 鎌上倉域時代 士制器，陶 埋78a

工事予定地フ会に"・ a～C 吉野治雄 磁器他 の発掘調
を決定

医AO 学18 r;x:: 部
41 泉 Mi 良 事前発掘 1200 溝，井 J 土日市：－：~. 陶 埋＿78a 

吉野治雄 土器溜戸他 磁認，瓦他

北BF 29 区部
42 泉てt 拓良 試 苦ii 50 縄文土器， 埋78a

a～f 口野治雄 植物遺体他

jヒ 部 42 ／，＇野治維 試 抑 50 須恵器，土 .J:!IU8a 
屯気管 g～l 師器｛也

Jt 部 43 古野治雄 立 F仁入： J持，ピッ 須恵器，上 出 78a 実測・漬物
t占気 TI a A ザ C 宇野降夫 卜 ｛！日i器他 採集の後，

l：事続行

,,t,: 部 44 宇野降夫 立 ノX 埋78a 工事続行
給水 "Li'

,,t,: 部 45 宇野隆夫 立 β口ヘ 埋78a 工事続行ガス符

医学 部 46 岡田保良 ¥{ メ口三、 土日市；m他 埋78a 工事続行ガス 管

病給水院管 47 岡 l士i 保良 iL fi- ±IJ178a 工事続行

教AQ 養23 部・
48 宇野降犬 ぷ 掘

I 
弥生十認， 埋78a

a ・b
（七平日f安h器後期瓦） 

埋79
AN 23 区

イ出
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年 度 。
遺跡 名

地点 担当者
調査の

面（rr積f) 遺 構 遺 物 文 献 備 考
調査名 種 類

昭和53 年 白河北殿
瓦磁，土日市器， 遺跡確認

比AA 定18 地区
49 岡田保良 試 掘 40 溝 陶器 埋79 調王宝

本部 50 道路 須恵器 工事予掘定地
宇野隆夫 試 掘

8 （側溝）
埋79 の発調査

AT 27 区 a・b 決定

本部 51 r-'3川道 土締法，陶 工事予定地

AW28 区 a～d 
同lw保 良 試 掘 16 

（路凶j) 儀器
埋79 の発掘調査

決定

本A Y 2S 部区
52 

岡田保良 試 掘 8 埋79a•b 

病 53 
宇野隆夫 よえ 掘 24 埋79電 気 管 a～f 

一見 学 部 間同保Iミ 方形周溝 弥生土器， 火葬塚満と方

BE 2日区
54 'i 野治雄 事前発掘 500 菜，火葬

土師器，瓦
埋79 形周墓を

宇野隆夫 塚 現地保存

農学部 泉拓良 縄文土器，

BG 32 区
55 

宇野隆夫
事前発侃 100 土坑，溝 土師器，陶 理79

磁器，瓦

農 学 部
5G 

泉拓良
事前発掘 650 絹文土器 埋80

BG 31 区 宇野隆夫

本AW28 区部 57 岡田保雄良
吉野治

事斗前Be掘 500 白川道 陶師級器，土 埋SJ
路面） 器，銭貨

｜矢学部 宇野隆艮夫 達物，井 土師器，陶 発掘・実測

AN 18 区
58 岡田保 立 止『」入

戸 後器，瓦
埋79 の後，工事

吉野治雄 続行

京 都 府
岡田保良 立 ／【ヨ＼ 埋79 工事続行丹 波 町

滋 :'a 県
教！高湖育国委島保員町良会 立 i, 入 理79 工事続行

高山町

京f 都府
治市 宇野隆夫 立 メIコ当、 埋79 工事続行

A東K南ア研
10 区

59 岡田保良 エL J仁L1 埋79 工事続行

本AY 22 部区 60 泉拓良 立 メι主i、 高野川旧 埋79 実i]J_IJ 後，工
河道 事続行

北 部 61 泉拓_Q 立 ノ口入 石婆仏， 七一塔 埋79 工事続行
ガ ス 管

教 養 部 62 泉拓良 立 lι 入I 埋79 工事続行
ガス管

病 院 63 泉拓良 )I_ ム口、 理79 工事続行，『o p主 fメーLす柑’H、

医学部 井戸， t存
依土弥生師器土器~~陶， 

発掘・事実誤lj

正百李主与 三刈子工 会日堂三:" 
64 吉野治雄 SL ／仁Xコ 埋79 ・80 後，工続

1T 
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年度 調遺跡査名名 地点 担当者
l調査の

面（ll 積:0 遺 機 遺 物 文献 備 Jき
種類

昭和53 年 北 部 65 泉拓良 立合
瓦，土師 瓦， 七日雨器

埋80 実測後，工
給水管 2号， 陶政器 事続行

昭和54 年 北 部 66 土坑 土師器，須 工事予定地
吉野治雄 試掘 46 埋80 の発掘調室BH37 区 a～J 恵器 決定

医学 部 67 岡田保良
試 掘 28 土坑，集石

土師器，須 埋SJ 同 ーとAP 19 区 a～h 清水芳裕 怠器

医学部 68 清間田保良 試掘 12 
土師器，陶 J:!!l.80 工立事合の時iと

AL 18 区 a《－c 水芳裕 磁器

教AM 養24 部区
69 岡田保良

試 掘 8 
弥生土器， 埋8J 立工事合の時に

a・ b 清水芳裕 土師器

本部 70 縄文土器， 工事予定地

AT 29 区
吉野治雄 試 掘 28 i持，土坑 弥生士器 埋80 の発掘調査

a～g 土師器，瓦 決定

北白 川 林巳奈夫
試掘 8 埋80 工立合事予の時定に小倉町 桑山正進

和歌山県 泉拓良 土坑，縄文 縄文土器 工事予定地

瀬 戸 岡田保良
試掘 102 

時代貝塚 製塩土器
理80 の一決部発掘

調J:'l' 定

本AZ 30 部区
71 西川幸治

試掘 14 鎌溝倉時代 土師器，瓦 埋80a～d 浜崎一志 器，瓦

病AK 院18 東区
72 

泉拓良 試 掘 46 実施予定a～f 

教AP 養22 部区
73 

泉拓良 試 掘 40 実施予定a～f 

医 学部 泉拓良
室井戸町）（鎌，溝倉， 

士師器，陶

AP 19 区
74 清水芳裕 事前発掘 2776 

磁器ii 瓦， 埋80 現在整理中
吉野治雄 土器溜 ！日石

A木T 27 1部玄 75 五十川伸矢 事前発掘 400 実施予定

本AW221? 部互 76 阿国保良 立 合 埋80 工事続行

医学 部
77 ｜羽田保良 立 合

土師器，陶
理 80 工事続行電気 管 磁器

教養部 78 泉拓良 立 合 上'RSO 工事続行電 気管

北 部
79 泉拓良 立 合 埋80 工事続行BD 32 区

北 部 80 泉拓良 立合 埋80 工事続行BF 30 区

医学水 部
給管

81 清水芳裕 立 合 土師器 埋80 工事続行

医学部 82 五十川伸矢 立合 埋80 工事続行ガス 管

山科区 岡三＝田保良 遺跡確認 埋80
工事予定地

北花 山 口野治雄 に遺跡なし




